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【所属名：ガス水道局】 

【会議名：糸魚川浄化センター環境保全会議】 

 

会 議 録 

作成日 平成 30 年 12 月 25 日 

日 平成 30 年 12 月 17 日 時間 13：30 ～ 14：25 場所 糸魚川浄化ｾﾝﾀｰ２階会議室 

件 

名 

協議事項                                  （公開） 

議事 

（１） 報告事項 

  ① 浄化センター及び公共用水域水質調査等について 

  ② 臭気調査について 

  ③ ホタル育成について 

  ④ 修繕工事について 

（２） その他 

 

出 

席 

者 

【出席者】 委員 13 人 

  見邊会長、金子副会長、比護委員、吉岡委員、水島委員、小林委員、猪又委員 

  伊藤委員、青木委員、山岸委員、楠田委員、木嶋委員、吉田委員 

【事務局】 ８人 

木村局長、山口次長、中村係長、谷口係長、 

山岸主査、五十嵐主査、小川主査、林主査 

【同席】  糸魚川二幸株式会社 ２人 

      斉藤担当部長、石橋浄化センター統括 

傍聴者定員 無 傍聴者数 ０ 人 

会議要旨 

１ 開会（13：30） 進行 谷口係長 

２ あいさつ 見邊会長 

３ 議事 

 ① 浄化センター及び公共用水域水質調査等について 説明 事務局 

【質疑・意見】 

（委 員） 水の濁りとＢＯＤ、大腸菌群数は関係があるのか。 

（事務局） 濁ると高くなるケースは過去にも確認されている。 

（委 員） 調査が２ヶ月に一度というのは決まっているのか。 

（事務局） 決まっている。 （※過去の保全会議で決定） 

（委 員） 高く出る状況であれば、調査を別の日にやる必要があるのではないか。 

（事務局） 調査会社の日程や都合もある。調整できるようなら調整してみたい。 

 

□開示 

□一部開示 

□不開示 

□時限不開示 (開示:    年  月  日) 

(理由:条例第 条第 号 該当) 



（委 員） 数値が本当に高く出ているのなら確認すべきではないか。 

（事務局） 異常ではないが高く出ているという説明であった。基準値は守られている。 

 

 ② 臭気調査について 説明 パトロール員、事務局 

【質疑・意見】 

 特になし。 

 

 ③ ホタル育成について 説明 事務局、指導担当委員 

【質疑・意見】 

（委 員） 自主的にエサとなるタニシを２回入れてみた。 

（委 員） エサが増えるのでヘイケボタルが増えると思う。 

（委 員） 上流で結構確認されているように見える。その辺が影響しているのだろうか。 

（委 員） 出る時は全域で出ていた。下流側は水温が高いのでカワニナの生育に向かない。水質

の影響とまでは言えない。 

 

 ④修繕工事について 説明 事務局 

【質疑・意見】 

（委 員） 施設の更新は水質改善につながっていくと思う。処理水量が減っているのが気になる。 

（事務局） 人口減、節水器具の影響により水量が減っている。更新は国の補助を充てている。 

（委 員） 耐震化率はおおよそどのくらいか。 

（事務局） 下水道管については、平成９年度以降は耐震化対応の物を使っている。避難経路につ

ながる部分を優先してやっている。処理場は改築のタイミングでないと工事できない。 

（委 員） イメージ的には何パーセントくらいか。 

（事務局） 高い数字ではないというイメージである。詳細な数字は持ってきていない。 

 

その他 

（委 員） ホタル舎上流にハチの巣があった。 

（事務局） すでに駆除した。ヘルメットくらいの大きさだった。 

（委 員） 被害はなかったのか。 

（事務局） なかった。 

（委 員） ハチの種類はなにか。 

（事務局） スズメバチだった。 

 

４ 閉会（14：25） 

 

 

 

 

 


